
～令和４年 第２号～                   ひゅーまんらいつ（Human Rights）とは「人権」を意味する言葉です 

 

 

 

 

 

 

 

～ＳＯＧＩって知ってる？？～ 

 「ＬＧＢＴ」という言葉は、メディアや街中でよく見聞きするようになり、言葉の意味を理解しているとい

う人は多いのではないかと思います。さらに、最近は「ＬＧＢＴＱ＋」（エルジービーティーキュープラス）と

いう表現もされるようになりました。Ｑ(キュー)や＋(プラス)については、まだよく浸透しておらず、あまり馴

染みのない人もいるかもしれません。 

 

  Questioning（クエスチョニング）、あるいは Queer（クィア） 

→ 自分自身の性の在り方がまだわからない、決めていない、あえて決めていない人 

     ＋（プラス） 

     → 言葉では表現しきれない、性の多様性を表したもの  

  この「LGBTQ＋」は性の多様性において数が少ない人である「性的マイノリティー」の総称として使われ

るため、その人が特別な存在という風に印象付けてしまうこともあります。そこで、新たに SOGI（ソジあるい

はソギ）という言葉が使われ始めています。 

 

 

 

 

 

 

SO とは Sexual Orientation（セクシュアルオリエンテーション）、

つまり性的指向のことで、好きになる相手の性を指しています。 

GI とは Gender Identity（ジェンダーアイデンティティー）、つまり

性自認のことで、自分自身を男性と認識するのか、女性と認識するの

か、あるいはどちらとも決められない、どちらでもない、なども含み

ます。いわゆる「心の性」と呼ばれるものです。 

SOGIは、マジョリティーもマイノリティーも存在しない、すべて

の人が関わる考え方であり、誰もが当事者になるのです。自分の性は

多様な性の在り方の一つであることを理解し、SOGI について一人一

人が考えていくことが大切です。 

 

 また、「性別はこうあるべき」といった固定観念は、そ

こに当てはまらない人への偏見や嫌がらせ、差別を生み、

生きづらさを感じている人がいます。このような性的指

向・性自認についての嫌がらせ、差別のことを SOGI ハラ

スメントと呼んでいます。SOGI ハラは、些細な日常生

活に溢れており、気づかないうちに誰かを傷つけてし

まう可能性もあります。すべての人のどんな性の在り

方も尊重されるよう、自分自身の言動を見つめ直して

いきましょう。 

 

津島分校人権だより  津島分校人権委員会 



～第１回人権・同和教育ホームルーム活動報告～ 
 先日、６月１７日に今年度第１回目の人権・同和教育ホームルーム活動が各クラスにおいて実施されまし

た。各クラスの取組を紹介します。 
 

＜１年生＞ 主題『私たちと人権問題Ⅰ よりよい人間関係をつくろう』 

【１組の皆さんの感想】 

・よく考えると短所もコンプレックスからチャーム

ポイントに変わるんだと感じた。 

・人権は学ぶことがたくさんあり、将来につながっ

ていくのでこれからも真剣に取り組みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２組の皆さんの感想】 

・どんな自分も受け入れて、自信を持っていけたら

と思った。 

・自分の短所を長所に言い換え、自分の成長できる

部分を見つけることができた。 

＜２年生＞ 主題『人権の歴史に学ぶⅠ 差別はどのようにしてつくられたか』 

【皆さんの感想】 

・改めて正しい知識をもち、多くのことを考え、知ることが

大切であると感じた。 

・宇和島でも渋染一揆のようなことが起きていたことに驚き

ました。 

 

 

＜３年生＞ 主題『人権問題を解決するためにⅠ 確かな進路保障のために』 

【皆さんの感想】 

・本人と関係のない事柄で判断するのはいけないと改めて思

った。面接をするときもこのことを忘れないようにしたい

と思った。答えられない質問は「言えません」と言える勇

気が必要だと思った。 

・面接にすら差別があることに怖いと感じた。言われるまで

差別だと気づけなかったので、今回、授業で学んだことを

きちんと覚えたいと思った。 

 

 

＜今日の感想＞ （   ）年（   ）組（   ）番  氏名（                ） 

 

 

 

 


